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井芹：このコーナーでは、これまで6人の各

分野のご専門の方をお迎えして、インター

ネットについて話し合ってこられたわけです

が、何が一番印象に残っていますか？

吉村：どの話もおもしろかったですよ。た

だ、一番びっくりすることは、このシリー

ズが始まって、わずか9か月くらいですけれ

ども、インターネットを取り巻く状況がか

なり変化したことですね。ですから、最初

の頃に話した話題と、先月話

した話題ではポイントがぜんぜ

ん違うんですね。第1回目はニ

ッポン放送の宮本さんでした

が、いま対談をやっていたら、ぜんぜん違

う話題になっていたと思いますよ。このと

きはラジオとインターネットというのは、離

れた存在だったんだけど、いまではリアルオ

ーディオなんていうアプリケーションが登場

しているわけです。これを見てしまうと、イ

ンターネットも音だけだったらいけるよねっ

ていう感じになってきたと思いますよ。あの

ころは、ラジオはラジオ、インターネットは

インターネットっていう感じでしたから。

井芹：そうですね。いまなら本当にラジオ

局を作れてしまいますからね。インターネッ

トマガジンのサーバーでもリアルオーディオ

のサーバーソフトを動かしていますけれども、

最近ではちょっとした番組まで作ってしま

ったりしていますからね。

ところで、この企画を始めるにあたっては、

WIDEプロジェクトやIIJというインターネッ

トサービスプロバイダーでインターネットを

作ってきた「吉村さん」という立場として、

これからインターネットに入ってくる人と話

すことで、いろいろなおもしろいことが出て

くるという思いで始めたわけですが、この企

画によって影響受けたことはありますか？

吉村：実にいろんな人がインターネットを

使うようになってきていますよね。その結

果、インターネットではあれをしてはいけな

いとか、これをしてはいけないとかいうこと

がどんどん薄まってきていますよね。逆にこ

んなことをしてみたい、あんなことをしてみ

たいという人がとにかくたくさんインターネ

ットを使うようになってきているわけです。

インターネットは「実験ネットワーク」や

「学術ネットワーク」という枠組みから抜け

出そうとしているのに、一方で「CU-

SeeMeみたいなトラフィックを増やすよう

この連載では、いろいろな業界のご専門の方をお訪ねして、各専門分野とインターネットの

関わりについてお話を伺ってきました。今月はこれまでのまとめをしてみようと思います。

そして、次号からは多少模様替えをしたいと思います。

吉村 伸の

インターネットへようこそ！

これまでを振り返って：本誌編集長　井芹昌信

「9か月前には想像もしてなかったような

大きな変化がありました。」
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吉村：インターネットは商用化したけれど、

昔からインターネットをやっている人からす

ると、これは以前からあったものが商用化

したと思っているのです。こうした問題は、

商用化したから起こった問題

なのではなく、必然として起

こっているのだと思います。

昔はコミュニケーションのイ

ンフラとか、知識の共有だとかいって、自

分たちは10年前からやってるんだぞってい

う人もいるかもしれないけど、昨日からイ

ンターネットを始めて、「WWWがインター

ネットだ」なんていう人の見方は非常に面

白いですよね。

井芹：吉村さんから、それが

面白いという言葉がでるのは

新鮮ですよね。自分がインターネットを作

ってきたんだって威張ってもいいのにね。

吉村：私たちがずっとやってきたことは、つ

ながってよかったね、うれしいねっていうこ

との積み重ねなんですね。新しいところが

つながって、電子メールが届いて、すごい

よねということの繰り返しですよ。WIDEイ

ンターネットとニフティサーブがつながった

ときもそうです。

だから、ぜんぜんインターネットと関係ない

人がWWWを使って面白さを知って、さら

に面白いことを思い付くっていうのがイン

ターネットの一番面白いところです。

インターネットっていうのは、こう作ってき

なことをやっちゃ困るんだよね」なんていう

ことをいってみたい人もいるわけですよ。

WIDEプロジェクトでは新しいアプリケーシ

ョンが出てきてインターネットが足りなくな

ってきたら、回線をもっと太くすればいい

んじゃないのっていう考えなのですが、世の

中には批判的な人もいますよね。

ネットワークのリソースというのは有限なん

だから、大切に使わなければいけないよね

っていうことだから、なんでもかんでもやっ

ていいとは思ってないけど、知ったかぶりを

して、眉をひそめる人も相変わらずいます。

井芹：有限なリソースを有効に使おうとし

て制限を課すと、何らかの利権が発生しま

すね。

吉村：円満に使うためのルールはいります

けれど、それが「非営利」という言葉に抽

象化することで、否定的な結論に納めると

いうことは、もはやなくなったと思います。

そして、別の意味での否定的なものが出て

くると思いますよ。

井芹：アダルトものの話題だとか、原爆の

作り方とか、これまでのメディアでも問題

になるようなことがインターネットでも起こ

ってきていますよね。

井芹：日本のインターネットの前身である

JUNETもそうですが、コンピュータネット

ワークはコミュニケーションのインフラとし

て、コミュニティを作ってきたわけですよ

ね。つまり、新しいコミュニケーションのイ

ンフラを作ることで人間生活を向上させる

ということです。

でも、最近ではインターネットが「メディ

ア」になろうとしているときの問題が噴出

しているように思います。WWWサーバー

が遅いとか、通信と放送の切り分けの問題

とか、インターネット上のコンテンツで広告

がとれるのかとか、はたまたインターネット

は儲かるか、なんていう一連の話題ですね。

たんだから、こうなんだよっていうのはどう

でもよくて、それぞれの人がそれぞれのイン

ターネットの面白さとか、驚きとか、喜び

とかを感じて、つぎにこんなことをやろうと

思って受け入れていくことがインターネット

なんだと思います。

井芹：それは分かりやすいですね。つなげ

たことによる感動を求めてきたわけですね。

吉村：これからつながる人だけではなく、た

とえば私自身も新しい人とつながるわけで

す。インターネットにつながっていない人が

つながるというのは両方からうれしいわけで

す。

井芹：まさに、このコーナーのタイトルの

ように「インターネットにようこそ」ってい

うことですね。

井芹：でもインターネットを体験として分

かっている人と分かっていない人がいて、ど

ちらかというと分かっていない人の方が社会

的な立場が強くて、数も多いわけです。そ

このギャップっていうのはありますよね。イ

ンターネットやコンピュータを使うと便利に

なるんだよっていう価値観と、インターネ

ットを使うと一体いくら儲かるの？ってい

うこととのせめぎあいですね。吉村さんの苦

労はそのあたりにあるのでは……。

吉村：私の立場でこれをいったらおしまい

だけど「インターネットなんて、使いたくな

ければ使わなくってもいいじゃない」ってい

うことですよ（笑い）。

インターネットが使えるというのは、できな

いよりいいとは思いますけど、何がいいのか

ということをふまえて、インターネットをど

うしていくかということを考えていかなけれ

ばならないと思います。

私たちはインターネットを使うということを

特別に意識しないで電子メールを使ったり

しますけど、それは私たちがたまたまそうい

う環境にいるからなんですね。確かに、使

「「WWWがインターネットだ」っていう人の
見方は非常に興味があります。」

「インターネット上の個人は何を求めて

情報発信をしているんだろう？」
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【吉村　伸――よしむら　しん 】
株式会社インターネットイニシアティブ 取締役
WIDEプロジェクト ボードメンバー

うと便利だし、ほかではできないということ

もあるけど、インターネットを使ったら、何

がいいのかっていうと、人間が豊かに感じ

るとか、充足するということにとって、イ

ンターネットが必要なのかって改めて問わ

れると、残念ながらそこまではまだ至って

いないと思います。

井芹：山根一真さんは著書の中で、ネット

ワークの上で活動していくことの本当の力

を知ったとき、それは経済的な価値以外で

も成り立つとおっしゃています。ネットワー

ク上で商行為が成り立つから使おうではな

く、メールなどの手段によって、お互いの

充足感が得られるということが、実はビジ

ネス活動をすることよりも、大事な営みで

あるというわけです。

吉村：ネットワークによって、充足という

言葉の意味が変わってしまったわけです。

おいしいもの食べられるとか、車を買うと

か、家を建てるとかということの充足感で

はなくなっています。ネットワークには階層

構造ではなくて、ネットワークを通じて、自

分と同じことを考えている人とコミュニケー

ションして、それを別の人に発信していく。

これは本が何万部売れてとか、視聴率がど

うかとかということと関係なくて、数であ

らわせるものでもないし、階層構造の上の

方を見てどうこうするものでもないですね。

つまり、自分の存在を人に示すという欲求な

んですね。自己のアイデンティティをどうやっ

て自分で確認するのかっていうことです。

井芹：既存メディアでは、たとえばアイド

ルなどの場合は、それがかなり歪みますよ

ね。メディア上で期待される自己と本当の

自己の間のギャップに悩んでしまうような

人もいるわけです。

吉村：インターネットはパソコン通信ほど

確立していないから、インターネット上で

の個人の活動というのは、社会の中で認知

されて、評価されるまでにはなっていないと

思います。

井芹：いままでは、社会のなかでは「私は

A社の誰それです」っていう形で自分を確

認していたりするんですが、「自分は趣味で

ホームページをあげていて、そっちもファン

の人がいるんです」っていう部分を持ちは

じめた段階ですね。この方向性はきっと流

行ると思います。

ところでWIDEプロジェクトの中で個人の

自己実現を意識し始めたのはいつ頃です

か？

吉村：それは、ネットワークニュースの頃

からやってはいます。ただ、ネットワークニ

ュースは共有物であるという認識が強いん

です。ニュースグループは誰かのものではな

いというわけです。でもWWWはその人の

ものなんです。

井芹：ということは、みんなの欲求ってい

うのは自由なんですか。

吉村：自由ということばが適切かどうかわ

かりませんけどね。まだ言葉がない新しい

概念かもしれません。

いままでは、世界中に1人とか2人しか面白

いという人がいないような情報を発信する

っていうことは、リソースの無駄使いだっ

ていわれていたのです。

井芹：しかし、自由に発言できるというこ

とは、それに伴う責任がつきまといますよ。

吉村：PL法もそうですけど、ここのサーバ

ーに書いてあるとおりにやったら、こうなっ

てしまった、責任とってくれ、っていうよ

うに、責任を追求し始めると、情報を出し

にくくなって、つまらなくなるのではないか

と思います。

井芹：自由に発言することに責任を問わな

くてもいいということですか？

吉村：そう、見る側の責任じゃないですか？

もちろんこれは難しい問題だと思います。で

も、いまのネットワークに流れているもの

は、見る側の責任ですよね。

井芹：発信する側に責任を持たせたら発信
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【井芹昌信――いせり　まさのぶ 】
株式会社インプレス 取締役
インターネットマガジン編集長

しなくなるけど、逆に見る側に責任を持た

せたら、だれも信用しなくなるという危険

もありますよ。原理とか原則的にいうと、

発信者には何らかの責任が発生してしまう

んではないですか？

吉村：そのバランスっていうのは、まだわ

からないよね。

井芹：WWWは大流行して、このままいく

とWWWがインターネットのすべてになりそ

うな気配もあります、このつぎのアプリケー

ションや技術はどのようになるんでしょう？

吉村：ネットワークっていうのは有限なん

ですね。高速ネットワークの技術は出てき

ていますが、いいところギガビットネットワ

ークで、その3桁上っていうのはありません。

ギガっていうと無限みたいに思えますけど、

そんなことないんです。こんな程度ではビデ

オ・オン・デマンドなんてできないですよ。

井芹：でも一般の人が使っている電話回線

に比べれば、はるかに快適そうですよ。

吉村：でも、WWWは1つのサーバーで世

界中にサービスをするということで、ある限

界が存在しているのです。結局は人気のあ

るサーバーにアクセスが集中してしまい、破

綻が訪れるのです。つまりWWWというのは、

その質のままでとまってしまうでしょうね。

そうすると、つぎはコンテンツの中にネーム

スペースを持たない情報形態がないと、有

限のネットワークを共有することはできない

ですね。これはかならず必要になります。

みなさんはどう思っているかわかりませんが、

ギガビットで何人の人をさばけるかっていっ

たら、簡単に計算できてしまいますよね。

所詮は有限なんです。

井芹：インターネットサービスプロバイダー

はたくさん出ていますね。そして価格もバ

ラバラです、この状況をどう思いますか？

吉村：最近始めたあるプロバイダーの方と

話をしたんですけど、あんまりインターネッ

トに関するビジョンを持っていないですよ

ね。「なんだプロバイダーだったら、そんな

に苦労しなくたって、機材があればできる」

っていう感じなんです。

井芹：しかし、一番の問題は価格がまだま

だ高いということではないですか？IIJの提

供しているサービスは品質も高くて、専用

線のサービスも一定のパフォーマンスを確保

しているし、ダイアルアップも常にかかりま

す。これはすばらしいことだと思いますけ

ど、本当にみんなが利用できるようになる

ためには、やはりコストが一番重要な要素

だと思います。たとえば、数年前にCD-

ROMがどうやったら流行るかというとき、

いろいろな議論がありましたが、きっかけに

なったのはコストでした。

吉村：私はそれだけだとは思いません。IIJ

の設備は、昨年以来10億円以上投資して

いるわけです。常に、最新の機材と最高の

技術を投入しています。これでもすぐにた

りなくなるほどインターネットは成長してい

ます。また、ユーザーも成長しているんです。

井芹：いや、IIJの価格の問題ではなくて、

技術とスタッフを持っているところが、計

算ずくで安いサービスを始めるという方向

性もあるのでは、ということです。つまりいま

までのサービスの品質を100とするなら、50

くらいのサービスのということです。そうい

うサービスでも十分な人もいるでしょうし、

最高のサービスを求めている人もいると思

います。バランスのいい安価なサービスを求

めることがインターネットが次のレベルにス

テップアップするのに必要だと思うのです。

吉村：我々も、そういった議論は社内でも

最近はしています。

井芹：ユーザーの1人としてぜひ実現して

もらいたいですね。

「WWWのつぎは何が出るか？」

「計算ずくの安価なサービスを！」
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